
八代市立博物館解説シート 

つながり再発見！春光寺
しゅんこうじ

と松井家 

八代古麓
ふるふもと

町にある春光寺は、延宝
えんぽう

５年（１６７７）に創建された臨済宗
りんざいしゅう

南禅寺
なんぜん じ

の末寺
ま つ じ

で、八代

城主松井家の菩提寺
ぼ だ い じ

（先祖の追善
ついぜん

供養
く よ う

などを営む寺）として知られています。この展示では、

春光寺に伝わる貴重な文化財の中から、お寺の歴史がうかがわれる絵画と古文書を展示し、

松井家と春光寺との密接なつながりを紹介します。 

←春光寺は八代城主松井家の菩提寺
ぼ だ い じ

です。 延宝 5 年

（1677）、松井家 4代目直之
なおゆき

が、先祖を供養する 

ために建てました。 

 

                                         

 

←境内の裏山には、松井家歴代の墓所があります。 

 

 

 

←初代康之
やすゆき

・２代目興長
おきなが

に殉死
じゅんし

した松井家臣のお墓で

す。 康之に殉死した松井志摩守盛永
まついしまのかみも りなが

（作品５）のお墓

もここにあります。 

私
が
春
光
寺
を

建
て
ま
し
た
。 

私
の
お
墓
も

春
光
寺
に
あ

り
ま
す
。 

4 代目 松井直之 

初代 松井康之 



作品１                                                           自得院
じと く い ん

肖像
しょうぞう

 

 

寛永 18 年（1641） 

絹本着色・掛幅装 

最嶽元良（南禅寺２７４世） 賛 

春光寺所蔵 

 

松井家初代康之
やすゆき

の妻、自得院
じとくいん

の肖像画です。自得院は元和５年

（1619）、幕府の証人
しょうにん

として江戸に赴き、寛永 18 年（1641）に病死

しました。亡くなる前に残した自筆の手紙に、自分の身のまわりの

世話をした人々に感謝の気持ちを表し、その人々の今後の生活を息

子興長
おきなが

に依頼しています。この肖像画からも、このような気丈で心

遣いの細かい人柄がうかがえ、打掛
うちかけ

も美しい模様に描かれています。

自得院の墓は、松井家の菩提寺
ぼ だ い じ

春光寺にあります。 

証人＝大名などのあいだで、人質として相手側に引き渡された者 

 

 

作品２                                                           徳川家光公帖
とくがわいえみつこうじょう

 

 

正保 2年(1645)3 月 26 日 

紙本墨書・竪紙 

慧金西堂
えきん さ い ど う

（惟精恵金
い せ い え き ん

） 宛 

春光寺所蔵 

 

 

 

 

 

公 帖
こうじょう

とは、将軍から出される禅 宗
ぜんしゅう

寺院
じいん

住職任命の辞令のことです。本状は、徳川家光
いえみつ

が

慧金西堂
えきんさいどう

（惟精恵金
いせいえきん

）に出したもので、建長寺
けんちょうじ

（鎌倉
かまくら

五山
ござん

）の 住 職
じゅうしょく

に任命すると記されてい

ます。慧金西堂
えきんさいどう

は、春光寺の前身である春光院
しゅんこういん

（現熊本市東子飼
こかい

町）を開いた人です。本状で

慧金西堂
えきんさいどう

は建 長 寺 住 職
けんちょうじじゅうしょく

に任命されますが、実際に建長寺
けんちょうじ

に住むことはありませんでした。春

光院住職であった慧金西堂
えきんさいどう

には、建長寺
けんちょうじ

住 職
じゅうしょく

という臨済宗
りんざいしゅう

で２番目に高い位（1番は南禅寺
なんぜんじ

住 職
じゅうしょく

）が与えられたのでした。 

 



作品３                                            徳川綱吉公帖
とくがわつなよしこうじょう

 

 

天和 2年(1682)9 月 15 日 

紙本墨書・竪紙 

正巌和尚
せ い が ん お し ょ う

 宛 

春光寺所蔵 

 

 

 

 

 

５代将軍徳川綱
つな

吉
よし

が、春光寺住職正巌光端
せいがんこうたん

に宛てたもので、南禅寺
なんぜんじ

住 職
じゅうしょく

に任命すると記され

ています。南禅寺住職は、江戸時代の臨済宗
りんざいしゅう

のなかで最高の位にありました。 

南禅寺は京都市にある臨済宗南禅寺派の本山です。室町時代、禅宗界最上位と位置づけられま

すが、戦国期には衰退します。これを復興したのが玄圃霊三
げんぽれいさん

で、松井康之
やすゆき

の叔父にあたります。

南禅寺と松井家は、古くからこのような縁があったのでした。 

作品４                                           細川重賢寄進状
ほ そ か わ し げ か た き し ん じ ょ う

 

寛延元年(1748)九月朔日 

紙本墨書・竪紙 

春光寺 宛 

春光寺所蔵 

 

肥後熊本藩主細川重賢
しげかた

が春光寺に与えた寄進状
きしんじ ょ う

です。八代郡古麓
ふるふもと

村の内 100 石分の領地と春光

寺の裏山（江東山
こう と う さ ん

）を寄付すると記されています。このように春光寺は、歴代の藩主から領地の寄進
き し ん

を

受けていました。肥後国でこれほどの領地を寄進された寺は、加藤家や細川家の菩提寺
ぼ だ い じ

を除くとわず

かしかありません。 

 

 

【
釈
文
】 

為
當
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領
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肥
後
國
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件
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越
中
守
重
賢
（花
押
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春
光
寺 



作品５                                        松井志摩守盛永肖像
まついしまのかみもりながしょうぞう

 

 

慶長 17 年(1612) 

絹本着色・掛幅装 

以心崇伝
いしんす うでん

（南禅寺 270 世） 賛 

春光寺所蔵 

 

松井康之
やすゆき

の家臣、松井志摩守盛永
まついしまのかみもりなが

（田中理右衛門
た な か り う え も ん

）の肖像画です。明智光
あけちみつ

秀
ひで

の家来だった盛永
もりなが

は、光
みつ

秀
ひで

の死後、康之に召し出されました。以来 30

年間康之に仕え、たいへんかわいがられました。慶長 16 年（1611）康之

が病気になると、殉死
じゅんし

（主君の後を追い死ぬこと）を願い出て許可され

ました。翌年に康之が亡くなると、その日のうちに殉死しました。殉死

したのは盛永だけで、康之の子興長は盛永の忠節に感心し、絵師
え し

に命じ

てこの肖像画を描かせました。 

 

 

作品６                                 有馬御陣戦死二百年忌法会之控
あ り ま ご じ ん せ ん し に ひ ゃ く ね ん ほ う え の ひ か え

   

 

紙本墨書・竪帳 

天保 8年(1837) 

春光寺所蔵 

 

「有馬
あ り ま

御陣
ご じ ん

」とは、寛永１４年（１６３７）に勃発した天草・島原の

乱のことです。熊本藩家老松井興長
おきなが

は、藩主細川忠
ただ

利
とし

の命を受

け、乱平定のため天草と島原に出兵しました。この戦いで、番頭
ばんがしら

松井外記
げ き

をはじめとする松井家臣８名が亡くなりました。 

天保
てんぽう

８年（１８３７）、戦死した家臣８名の２００回忌の法要
ほうよ う

が春

光寺でおこなわれました。この資料は、そのときの記録です。 

 

 

 

 

この展示は、学芸員実習の一環として行いました。毎年８月になると、大学生が実習を受けるため博

物館にやってきます。学芸員の資格を取るためには、一定期間の実習を受けることが必要です。今年

は５名の実習生が、八代市立博物館で実習を受けました。実習期間の６日間を使って、展示企画を考

え、作品の解説文を作りました。この解説シートの原稿は、実習生が作文したものです。 


